































1921 堺市東湊町3丁で創業（第一次大戦後の不況の中、島野庄三郎器才、 1922 堺自転車の下請けでフリーホイル生産（月産3，000個）
小泉市松と二人、旋盤1台で自転車部品フリーホイルの製造を開始） 1930 フリーホイル、月産6万個。堺での市場占拠率50％。
1924 工場拡張（200㎡）東京、名古屋に営業展開、品質面での信頼獲得。 1928 ＊国内自転車保有台数500万台突破。
1930 海外市場開拓（中国、韓国、東南アジアなど） 1936 ＊国内自転：車年間生産台数100万台突破。
1936 現在地たる堺市老松町3丁77番地に工場新築移転（25，000㎡） 1937 ＊機械輸出部門で自転車・部品がトップ。実績1，000万ドル
1940 資本金150万円の株式会社に改組。「株式会社島野鉄工所」 1043 ＊国内自転：車生産台数、年間7万台に激減。
1946 「島野自転車株式会社」（資本金2，300万円）完成車の製造を開始 1946 ＊自転車の国内生産台数10万5，000台に回復。
1950 コスト低減策として．鍛造の改良．フリーホイル焼き入れ新方式の導入 1949 戦中・戦後の減産期からフリーホイル、月産3万個まで回復。
1951 「島野工業株式会社」に改組。資本金4β00円に増資。 1950 生産品目にスポークとフレームを追加。
1954 年末に倒産の危機。自転車とフレームの生産停止。 1952 フリーホイル、月産20万個を突破。
1958 創業者・島野庄三郎死去。2代目、尚三、社長に就任（4っの再 1952 ＊国内自転車：保有台数1，223万台目
建策を推進）。全国9ヵ所に「シマノサービスセンター」設置 1956 ＊サイクリングブーム到来。生産台数が戦前の記録を上回る。
1960 冷間鍛造技術を開発。資本金1億円。サービスシ窪ップの組織化。 1956 外装変速機の生産に着手。
1962 アメリカ市場へ本格的セールス開始。 1957 内装変速機（スリースピードハブ）の生産に着手。経営上向く。
1964 米国のブラウンエンジニアリング社と冷間鍛造の技術援助契約を結ぶ、 1958 「スリースピードハブ」軌道に乗る（日本とアメリカで特許申請）
1965 米国，二丁一ヨーク市に現地法人Sim雛◎Americ繰Corp◎ra－ti 1958 ＊モペットブームの兆し。自転車需要が激減。
◎鷺を設立。ヨーロッパに進出開始。 1960 日本初のグリップロントロール式のスリースピードハブ開発。
1970 「島野山添株式会社」設立。釣具事業部発足。 1961 インターナショナル・トイ・アンド・サイクルシ一一（NY）に、スリー
1971 創業50周年（資本金5億円、年間売上高45億円、社員650名） スピードハブ出品。大反響。
1972 西ドイツ，デ謡ッセルドルフに現地法人Sima難◎（E難r◎P歌）GmbH， 1968 外装自動変速機「オートマチックH」「油圧ブレーキ」を開発。
を設立。株式を大阪第2部市場に上場、240万株を公募 1969 輸出用「コースターブレーキ」本格生産（月産5万個目標）
1973 シンガポールに現地法人Sim撒。（Si盤盤gap◎re）Pte，　Ltd，設立。 1971 国内占拠率／フリーホイル80％、内装変速機100％。
株式を東京・大阪第一部に上場 外装変速70％。
1974 カリフォルニアに現地法人「Sim繰。　Sales　C◎rp◎rati◎盤」設立， 1973 ヨーロッパ・プロレーシングチーム「シマノ・フランドリア」誕生
「シマノシンガポール」工場完成・稼働。　フランスに販売代理店設 1972 高級レーシングコンポ「デ謡う胸幅スシリーズ」発表。
1975 置。1977年：イタリアに販売代理店設置。 1974 米国初のプロレーシングチーム「シマノUSプロ」結成。
1978 円高対策として1ドル180円体制を打ち出す。 1974 世界初の外装変速機位置決め機購「ポジトロンシステム」を開発
1981 上半期売上げ新記録を達成（売上高471億円、経常利益26億円） 1976 軽量化の革命、10ミリピッチシステム「デ謡うエース10」発売
1982 日経優良企業177位にランキング。 ジョン・ニコルソン（シマノプロ）「デュラエース10」で世界選手権
1983 カナダ現地法人Sim繊◎C繰ada　Ltd，開設。 スクラッチ競技に2連勝。
1989 オランダ現地法人Ulteg搬Nederl撒d◎B．V， 1979 コースターブレーキをシンガポール工場で生産開始。




1992 中国江蘇省昆布一山市に現地法人Sim繊◎（K加sh繰）Bicycle 1983 島野社長クラシック自転車145台のコレクシ窪ンをオランダより購入
C◎mpo難批s　C◎、Ltd。を設立。 1988 「サンチ」西独デザインイノーベーシ窪ン最高賞受賞。「シマノ600ア
1996 マレーシア現地法人Sim繊◎Mersi難g　Sd盤．Bhd， ルテグラ」日経産業新聞優秀賞受賞：。



































































31億円 5⑪1億円／　293億円／（5＆5％） 1985年 18億円／3。6％ 735名（男　683／女52）
27億円 471億円／　314億円／（66。6％） 1980年 50億円／1α7％ 744名（男　671／女73）
























年　度 総売上高 自転車部品 釣　　具 冷間鍛造品・他
1999年 1，276億円 9162億円／7L8％ 3253億円／25。5％ 34。6億円／2。6％
1998年 1，423億円 1ゆ33。1億円／72。6％ 3523億円／猟8％ 3鴇億円／2。6％
1997年 1，483億円 1，079。5億円／72．8％ 369。2億円／24。9％ 343億円／23％
1996年 1β11億円 95α5億円／72．5％ 339。6億円／器9％ 20。9億円／L6％
1995年 1，270億円 9792億円／77．1％ 2713億円／2L4％ 19。0億円／L5％
1993年 1β64億円 1，409。1億円／84．7％ 23α2億円／13。8％ 25。0億円／L5％
1991年 1，539億円 1β0α4億円／84。6％ 206。8億円／13．4％ 3α3億円／2．0％
1990年 1β9⑪億円 1，192。6億円／85．8％ 16＆2億円／12．1％ 29。2億円／2ユ％
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原材料 勢事象込 焼鈍 表面処理 予備成形

























原材料 裁断 アイロン付 ローリング テーピング 焼成






























































































































































釣具製品 696（一） 1β22（一） 2，019（2，019）


















































































年度 総売上高 国　内 ヨ～ロツパ地域 アメリカ地域 アジア・大洋地・他
1999年 1，276億円 361億円／2＆3％ 425億円／333％ 230億円／1＆0％ 260億円／20．4％
1998年 1，423億円 381億円／26．8％ 472億円／332％ 286億円／2α0％ 284億円／2α0％
1997年 1，483億円 423億円／2＆5％ 473億円／3L9％ 293億円／19。8％ 294億円／19．8％
1996年 1，311億円 411億円／31．4％ 395億円／3α1％ 243億円／18。5％ 262億円／2α0％
1995年 1，270億円 374億円／2舗％ 398億円／313％ 210億円／1舗％ 288億円／22．7％
1993年 1β64億円 364億円／2L8％ 539億円／32。4％ 235億円／14ユ％ 526億円／3L7％
1991年 1，539億円 348億円／22。6％ 513億円／333％ 226億円／14。7％ 452億円／29。4％
1990年 1β90億円 324億円／233％ 470億円／33。8％ 201億円／14。5％ 395億円／28。4％


































































































1 豊田合成 1053．07 自動車 18 JUKI 54．47 機械 35 CKD 19．99 機械
2 SMC 322．04 機械 19 豊田工機 48．12 機械 36 住倉工業 18．17 機械
3 ユニオンツール 316．44 機械 20 サンデン 47．15 機械 37 ヤマハ発動機 14．74 自動車
4 ケーヒン 214．85 自動車 21 フジテック 43．42 機械 38 日本精機 13．40 自動車
5 ダイキン工業 202．77 機械車 22 愛三工業 4236 自動車 39 ツガミ 11．43 自動車
6 富士重工業 190．18 自動車 23 ソディック 41．58 機械 40 OSG 7．81 機械
7 本田技研工業 177．85 自動車 24 日産自動車 4α33 自動車 41 NOK 6．47 自動車
8 トヨタ自動車 152．93 自動車 25 ツバキ・ナカジマ 4α22 機械 42 歯石自転車 5．59 輸送機器
9 豊田紡織 13＆77 自動車 26 アイシン精機 3＆99 自動車 43 アマダ 5．01 機械
10 躰電産トーソク 11＆02 自動車 27 シマノ 3531 輸送機器 44 フタバ産業 3．58 自動車
11 ダイハツエ業 107．69 自動車 28 日本精工 33．60 機械 45 シ饗一ワ 2．56 自動車
12 サト～ 95．99 機械 29 シルバ～精工 32．68 機械 46 三浦工業 L42 機械
13 日本トムソン 9L84 機械 30 牧野フライス製作所 3L74 機械 47 光洋精工 AO。62 機械
14 東芝タンが財 62．62 機械 31 トヨタ車体 22．12 自動車 48 関東自動車工業 A2。19 自動車
15 新川 62．21 機械 32 スズキ 22．05 自動車 49 椿本チェイン A、3．53 機械
16 SANNKYO 5＆36 機械 33 野原 21．75 機械 50 TCM A4。10 機械
17 豊田自動織機製作所54．68 機械 34 日立ツ～ル 20．⑪9 機械
出所：『日経ビジネス』第1054号　日経BP社　2000年8月21日54ページ
［表一12］総資産利益率（ROA）
順位 企業名　　ROA 業種 順位 企業名　　ROA 業種 順位 企業名　　ROA 業種
1 SANKYO　　25。56 機械 18 シマノ　　　　7。70 輸送機器 35 東京機械製作所　5。92 機械
2 高砂電器産業器03 機械 19 三浦工業　　　7。46 機械 36 コマツゼノア　5。85 輸送機器
3 ユニオンツール　24。75 機械 20 トヨタ自動車7．43 自動車 37 新立川航空機5。50 機械
4 ユ～シン精機24．26 機械 21 フタバ産業　　732 自動車 38 大和冷機工業5．46 機械
5 日信工業　　1537 自動車 22 富士重工業　　7．23 自動車 39 月島機械　　　535 機械
6 新川　　　　1231 機械 23 石井表記　　　7ユ5 機械 40 日本トムソン　5。21 機械
7 本田技研工業IL19 自動車 24 ツバキ・ナカジマ　6。95 機械 41 オイレス工業5ユ9 機械
8 平和　　　　1α46 機械 25 大豊工業　　　6．90 自動車 42 日野製作所　　5。08 機械
9 岡野バルブ製造10ユ3 機械 26 マックス　　　6。82 機械 43 エクセディ　　5。08 自動車
10 ケーヒン　　　9。89 自動車 27 マースエンジニア　6。77 機械 44 アマノ　　　　4。96 機械
11 日立ッ～ル　　936 機械 28 電業社機械製作所　6。74 機械 45 日立電機工業4。94 機械
12 サトー　　　　＆92 機械 29 豊田紡織　　　6。66 自動車 46 鶴見製作所　　4。89 機械
13 日本エアーテック＆70 機械 30 フジテック　　6。13 機械 47 豊舶動織機製作所　476 機械
14 池田物産　　　＆49 自動車 31 前沢工業　　　6。09 機械 48 愛三工業　　　4。70 自動車
15 天辻鋼球製作所8．40 機械 32 栗田工業　　　6。07 機械 49 ジャムコ　　　4．69 輸送機器
16 豊田合成　　　834 自動車 33 日東工器　　　6．02 機械 50 リケン　　　　468 機械
17 SMC　　　　　831 機械 34 シ輩ウ～ワ　　5。94 自動車
出所：『日経ビジネス』第1054号　日経BP社　2000年8月21日55ページ
製品開発による企業価値創造 113
9）島野尚三『初心島野尚三一一代記』株式会社インタ～プレス　1996年15ぺ～ジ
10）島野尚三前掲書27ページ
11）1956年外装式変速機、1957年内装式変速機の生産に着手してより、スポーツ車流行のブ～ムに乗り
　　業績は急速に伸長、外装式では国内市場をマエダ工業と二分し、内装式で国内唯一の独占企業の地位
　　をしめ、その生産の80％を輸出（その90％はアメリカ）するほか、フリーホイル（国内市場の75％）、
　　スポ～ク（同上28％）、ハブ（同上45％）と「規模・売上げとも自転車部品のトップメーカ～の位置」
　　を占めている。は堺市役所『堺市史続編』1971年第2巻759ページ
12）Johぬson，H。T。and　R。S。K鼠p1歌n［1987］，　Relevance　Lost：The　Rise鼠nd　F鼠110f　M歌澱ge　m磯t
　　Accou捻ting，　Harvard　Business　school　Press，1987（鳥居宏史訳『レレバンス・ロストー管理会計
　　の盛衰一』白桃書房1992年240ぺ～ジ）
13）伊藤博『顧客志向の管理会計』中央経済社1994年：45ページ
14）島野尚三前掲書32ぺ～ジ
15）株式会社シマノ70年史編纂委員会『シマノ70年史』1991年50ページ
16）　『有価証券報告書総覧株式会社シマノ』2000年13ページ
17）　『シマノ70史』株式会社シマノ1991年5ページ
18）株式会社シマノ70年史編纂委員会前掲書67ページ
19）渡邉喜久「自転車産業技術の変遷に関する一考察」『東海学園大学研究紀要』第5号2000年75ペー
　　ジ
2の株式会社シマノ70年史編纂委員会前掲書81ページ
21）米川伸一／下川浩一／山崎広明i編著『戦後日本経営史第H巻』東洋経済新報社1990年132～133ページ
　　元来ロボットは溶接工程で特に多く用いられるようになったが、もともとアメリカのユニメート社か
　　ら導入し、川崎重工など1974年にその2輪車工場を手始めにアメリカでは十分に信頼性が発揮されて
　　いなかったものを、大幅に改良して実用にこぎつけたのである。この実用化に当たっては工程におけ
　　る生産技術やノウハウの蓄積が物をいったわけであり、これを導入する場合にもロボットのメンテナ
　　ンスやティ～チングなどこれを使いこなす現場の技能が必要である。
22）株式会社シマノ70年史編纂委員会前掲書71ページ
23）冷間鍛造とは、熱問鍛造や鋳造、ダイキャストなどと異なり、素材を常温で加工成形する技術。素材
　　の内部組織を切断・破壊することがないため極めて優れた強度を持ち、複雑な形状のものを均質に大
　　量生産できるという特長がある。コンビ轟一夕による金型の設計・製作をはじめ、冷間鍛造技術を駆
　　使した高度な成形工程と妥協のない品質管理を実現することで、高精度・高品質な製品を作る。一貫
　　した体制のもと、複雑な製品のコスト軽減を高次元で果たすことになる。（島野工業株式会社社史編
　　纂委員会前掲書56～57ページ）
24）島野尚三『初心島野尚三一代記』株式会社インタープレス　1996年164～165ページ
25）原価計算は実際組別総合原価計算を採用している。期中の各月次決算においては、標準原価にもとつ
　　て月次の生産高を計算し、期末にはこれを実際原価に調整している。
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1998年11月期
期末仕掛晶 期末製晶
標準原価
ｲ整額
ﾀ際原価
4，846
S51
T，298
10，580
@942
P1，522
1999年11月期
期末仕掛品 期末製晶
標準原価
ｲ整額
ﾀ際原価
4，615
S71
T，086
8，663
@720
Xβ83
　　注1この内には減価償却費4，940百万円ふくまれています。　　　　　注1この内には減価償却費4，712百万円ふくまれています。
　　　2自社工作工場にて製作した機械の製造原価の振替額である。　　　　2同　左
26）株式会社シマノ70年史編纂委員会前掲書67ページ
27）シマノは、市場のグローバル化という変化に対応し、海外工場への生産・技術の移転を図るとともに、
　　製造面での技術力の強化を押し進めている。JITの導入、　ISO9002の取得、シックスシグマの導入、
　　年200⑪年1月にキックオフしたISO14⑪01など、具体的目標とその達成を世界同時に実践している。
